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経
済
産
業
省
の
任
務

平
成
十
一
年
に
成
立
し
た
経
済
産
業

省
設
置
法
に
お
い
て
、経
済
産
業
省
は
、

「
経
済
及
び
産
業
の
発
展
」
と
「
鉱
物

資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
か
つ

効
率
的
な
供
給
の
確
保
」
と
い
う
二
つ

の
任
務
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る

経
済
や
社
会
の
一
体
化
、
少
子
・
高
齢

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
の
顕
在
化
な
ど
の
環
境
変
化
の

中
で
、
経
済
産
業
省
が
任
務
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
新
た
に
次
の
五
つ
の
使

命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◯
産
業
の
み
な
ら
ず
経
済
社
会
全
体
を

視
野
に
入
れ
る

◯
新
し
い
経
済
社
会
を
切
り
開
く
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る

◯
高
齢
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
団

体
）、
地
域
な
ど
多
様
な
価
値
観
を

反
映
す
る

◯
内
外
経
済
の
融
合
の
中
で
国
内
・
国

際
一
体
の
政
策
運
営
を
行
う

◯
地
球
環
境
問
題
や
少
子
・
高
齢
化
問

題
を
乗
り
越
え
る

こ
れ
ら
の
使
命
を
果
た
し
、
経
済
産

業
省
が
、
企
業
、
地
域
、
個
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
い
う
多
様
な
主
体
の
活
動
を
支
え

る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
主
体
が
持
ち
得
る
能
力

と
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
我
が

国
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
向
上
が
実

現
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
再
編
で
経
済
産
業
省

の
組
織
は
ど
う
な
る
の
か

経
済
産
業
省
は
、
一
官
房
六
局
三
外

庁
と
い
う
組
織
に
な
り
ま
す
。
通
商
産

業
省
は
、
一
官
房
七
局
三
外
庁
で
し
た

か
ら
、
数
だ
け
で
見
れ
ば
一
局
削
減
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
部
部
局
の

組
織
に
つ
い
て
は
、
世
の
中
の
状
況
の

変
化
に
対
応
し
た
組
織
に
再
編
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
済
産
業
省
に
期
待
さ

れ
て
い
る
任
務
を
確
実
に
達
成
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
下
、
具
体
的
な

新
し
い
経
済
産
業
省
の
組
織
を
紹
介
し

ま
す
。

（1）
経
済
産
業
政
策
局
の
創
設
（
マ
ク
ロ

経
済
・
ミ
ク
ロ
経
済
・
調
査
統
計
・
地

域
経
済
の
融
合
）

産
業
サ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
、
経
済
構

造
を
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
両
面
か
ら
幅
広

く
と
ら
え
、
そ
の
改
革
を
推
進
す
る
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
部
局
と
し
て
、

経
済
産
業
政
策
局
を
置
き
ま
す
。
こ
の

局
は
、
従
来
の
産
業
政
策
局
に
加
え
、

調
査
統
計
担
当
部
局
、
地
域
経
済
産
業

を
担
当
す
る
部
局
も
移
管
し
、
経
済
全

体
を
多
面
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

（2）
地
域
経
済
産
業
審
議
官
の
創
設
、
全

国
八
経
済
産
業
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化地
域
が
、
個
性
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
よ
う
な
形
で
、
地
域
の
経
済
産
業
を

振
興
し
て
い
く
た
め
に
、
全
国
各
地
の

経
済
社
会
情
勢
を
つ
か
む
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
こ
で
、
本
省
と
地
域
、
地
域

相
互
間
が
密
接
に
連
携
す
る
よ
う
、
経

済
産
業
局
（
従
来
の
通
商
産
業
局
）
の

取
り
ま
と
め
役
と
し
て
地
域
経
済
産
業

審
議
官
を
創
設
し
ま
し
た
。

（3）
通
商
・
貿
易
関
係
部
局
の
再
編
、
通

商
政
策
局
と
貿
易
経
済
協
力
局
へ

通
商
政
策
局
を
政
策
の
企
画
立
案
と

対
外
交
渉
の
局
と
し
、
通
商
政
策
の
実

施
手
段
と
し
て
有
力
で
あ
る
経
済
協
力

関
係
業
務
は
貿
易
局
と
統
合
し
、
貿
易

経
済
協
力
局
と
し
ま
す
。
貿
易
経
済
協

力
局
は
、
貿
易
保
険
を
は
じ
め
、
通
商

金
融
を
一
元
的
観
点
か
ら
と
ら
え
て
い

き
ま
す
。

（4）
工
業
技
術
院
の
再
編
、
産
業
技
術
政

策
機
能
の
産
業
技
術
環
境
局
へ
の
一

元
化

工
業
技
術
院
に
つ
い
て
は
、
研
究
の

現
場
で
あ
る
全
国
十
五
の
研
究
所
は
独

立
行
政
法
人
化
（
後
述
）
し
ま
す
。
技

術
政
策
の
企
画
部
門
は
、
従
来
内
部
部

局
に
あ
っ
た
技
術
政
策
関
連
部
局
と
一
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元
化
し
、
ま
た
、
環
境
問
題
も
技
術
に

よ
る
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
要
請
が
高
い

の
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
産
業
技
術

環
境
局
を
創
設
し
ま
し
た
。

（5）
製
造
産
業
局
に
お
け
る
産
業
と
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
拡
大

従
来
、
三
つ
の
局
に
ま
た
が
っ
て
い

た
素
材
、
機
械
、
生
活
用
品
産
業
の
担

当
を
製
造
産
業
局
に
ま
と
め
ま
し
た
。

各
課
で
は
、
産
業
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
を
拡
大
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競

争
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
、
設
備
・

債
務
の
過
剰
な
ど
、
内
外
の
多
様
な
課

題
に
直
面
す
る
製
造
業
の
現
場
や
実
態

に
基
づ
い
た
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（6）
情
報
産
業
局
か
ら
商
務
情
報
政
策
局

へ
、
消
費
経
済
部
の
創
設

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
一
産
業
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
越
え
て
、
経
済
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
社
会
的
な

変
革
を
踏
ま
え
、
情
報
産
業
局
か
ら
情

報
政
策
局
と
名
称
を
変
え
、
さ
ら
に
サ

ー
ビ
ス
、
流
通
、
物
流
と
い
う
経
済
社

会
の
イ
ン
フ
ラ
も
一
体
的
に
と
ら
え
る

た
め
に
、
商
務
情
報
政
策
局
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
経
済
主
体
と
し
て
の
消

費
者
を
今
ま
で
以
上
に
重
視
し
た
政
策

の
推
進
の
た
め
に
消
費
経
済
部
を
創
設

し
ま
し
た
。

（7）
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
内
部
組
織
を

再
編
、
特
別
な
機
関
と
し
て
原
子
力

安
全
・
保
安
院
を
設
立

環
境
保
全
や
効
率
化
の
要
請
に
対
応

し
つ
つ
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
よ
り
明
確

に
意
識
し
、
各
分
野
を
担
当
す
る
四
つ

の
ユ
ニ
ッ
ト
（
後
述
）
以
外
に
分
野
横

断
的
な
視
点
か
ら
政
策
を
体
系
化
す

る
総
合
政
策
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
け
ま
し

た
。ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
原
子

力
安
全
の
一
次
審
査
事
務
が
科
学
技
術

庁
か
ら
経
済
産
業
省
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
原
子
力
や
産
業
の
安
全
規

制
を
一
元
的
に
所
管
す
る
原
子
力
安

全
・
保
安
院
を
特
別
な
機
関
と
し
て
創

設
し
ま
し
た
。

（8）
知
識
社
会
を
支
え
る
特
許
庁

特
許
庁
は
、
従
来
ど
お
り
特
許
庁
と

し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

二
十
一
世
紀
が
「
知
の
世
紀
」
と
い
わ

れ
る
中
で
、
知
的
活
動
の
成
果
を
保
護

し
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
特
許
庁
の

役
割
は
重
大
に
な
る
こ
と
か
ら
、
審

査
・
審
判
体
制
の
充
実
、
情
報
提
供
の

拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
　
　
な
中
小
企
業

を
支
援
で
き
る
中
小
企
業
庁
の
新
体

制「
大
企
業
と
の
格
差
を
是
正
す
る
こ

と
」
と
い
う
政
策
理
念
か
ら
、「
独
立

し
た
中
小
企
業
の
多
様
で
活
力
あ
る
成

長
発
展
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
体
制
も
一
新
し
、
事
業
環

境
部
、
経
営
支
援
部
と
い
う
二
部
体
制

に
し
ま
し
た
。

（10）
五
つ
の
独
立
行
政
法
人
の
誕
生

行
政
の
実
施
部
門
で
、
単
年
度
ご
と

の
予
算
や
業
務
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

よ
り
も
、
中
期
的
な
計
画
の
下
に
、
専

門
的
人
材
が
扱
っ
た
方
が
国
民
サ
ー
ビ

ス
上
、
効
率
も
高
く
、
効
果
も
上
が
る

業
務
部
門
を
、
本
年
四
月
一
日
に
五
つ

の
独
立
行
政
法
人
（
経
済
産
業
研
究
所
、

日
本
貿
易
保
険
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
、
工
業
所
有
権

総
合
情
報
館
）
と
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
型
の
大
競
争
時

代
に
対
応
し
た
政
策
の
実
現

に
貢
献
で
き
る
機
関
に

今
回
の
行
政
改
革
は
、
戦
後
の
我
が

国
の
社
会
経
済
構
造
・
行
政
シ
ス
テ
ム

は
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的

な
理
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま
た
、
中

央
省
庁
等
改
革
基
本
法
に
も
書
か
れ
て

い
る
と
お
り
、
業
務
の
効
率
化
、
柔
軟

か
つ
弾
力
的
な
対
応
と
い
う
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
に

経
済
産
業
省
は
、
そ
の
視
野
に
入
れ
る

べ
き
政
策
分
野
に
つ
い
て
、
今
後
、
内

外
の
情
勢
変
化
が
速
く
、
対
象
と
す
べ

き
課
題
の
専
門
化
・
広
角
化
が
進
む
こ

と
が
確
実
で
す
。
そ
し
て
、
内
外
の
幅

広
い
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
・

分
析
し
た
上
で
、政
策
を
企
画
立
案
し
、

迅
速
に
意
思
決
定
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
状
況
認
識
に
基
づ
い
て
、
経

済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
組
織
の
再
編

の
ほ
か
に
、今
回
の
省
庁
再
編
を
機
に
、

フ
ラ
ッ
ト
で
、
柔
軟
な
組
織
を
目
指
し

て
、
各
局
の
総
務
課
を
廃
止
し
、
政
策

課
題
に
即
し
た
組
織
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
を

中
心
と
し
た
業
務
運
営
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
業
務
運
営
を
通
じ
て
経
済

産
業
省
は
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
行
政
組
織
と
し
て
、
世
界
に
通
用
す

る
よ
う
な
政
策
の
企
画
立
案
に
貢
献

し
、
確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
機
関
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
）
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